
提言第22号　入院早期に発生した食物による窒息に係る死亡事例の分析

事例11

＜事例概要＞

①60歳代、不明熱のため緊急入院した患者。
②認知症、アルコール使用障害の既往あり。自宅では粥食。つかえ感あり。
③常食の朝食はパンが提供される献立であった。本人へ確認し、医師指示簿にて常食を
指示。
④入院3日目、パン・常菜を提供。配膳後、介助者は退室。リクライニング位で食事を自
己摂取中、同室にいた看護師が、顔色不良となりベッド上に倒れ込んだ患者に気づい
た。院内緊急コールを実施後、口腔内のパンを除去し吸引。気管挿管後、心停止となり
胸骨圧迫するが、約1時間後に死亡。
⑤死因は、窒息。解剖無、死亡時画像診断（Ai）無。


